
令和３年度 学校評価のお知らせ 

 姫島村立姫島中学校 

 

本年度、姫島中学校は学校教育目標を「姫島を愛し 未来をともに切り拓く 子どもの育成」と定

め、３つの重点目標「基礎基本の定着と読解力の向上」「他者と協働した問題解決能力の育成」「自己調

整し、主体的に粘り強く取り組む力の育成」を掲げ、学校と家庭と地域がそれぞれの立場で頑張ってま

いりました。新型コロナ禍において十分な取組ができない部分もございましたが、３つの重点目標達成

にむけて、達成の目安や取組内容を定め努力してまいりました。各学期ごとに教職員、生徒、保護者の

皆様へのアンケート結果等をもとに学校自己評価をおこない、それを学校評議員の方々に適切かどうか

意見や感想をいただいたものが学校評価です。今回、1学期から３学期までの学校評価を保護者の皆様

にお知らせいたします。（地域の方等にはホームページにて公開いたします。）今後はこの学校評価をも

とに、反省・改善をおこない、来年度にむけて更なる向上をめざして頑張ってまいりたいと思います。 

 新型コロナ禍の中、保護者の皆様には大変なご心配とご迷惑をおかけいたしましたが、様々な場面で

ご理解とご支援をいただきましたことを教職員一同感謝いたします。１年間お世話になりました。 

 

                                姫島中学校 校長 河野一也 

 

 

＊それぞれの重点目標にむけて 1学期段階での学校自己評価をそれぞれの項目の最後にＳ、Ａ、Ｂで

記入しています。Ｓは１００％超、Ａは８０％～１００％、Ｂは８０％未満です。 

（取組状況はＡでも、達成状況はＢということもあります。） 

 

重点目標１  ＜基礎基本の定着と読解力の向上＞ 

達成の目安 

①村学力標準調査において前年度の達成率を上回る生徒の割合７０％以上 

（ １２月実施 前年度を上回る生徒 ６０％ ）  達成状況Ａ  

②各定期テストにおける７割以上の生徒の出現率４０％以上、３割未満の生徒の出現率１０％未

満をめざす。 

（７割以上の生徒 １学期４４.８％・２学期３９.４％・３学期３６．７％ 

３割未満の生徒 １学期 ９.２％・２学期１０.０％・３学期１０．８％） 

１学期Ｓ ２学期Ａ ３学期 A 

③生徒アンケート 

「授業や家庭学習において、最後まであきらめずにとりくむことができた」で８０％以上の肯定 

的な回答をめざす。 

（1学期８４％ ２学期９６％ ３学期９５％）1学期 S ２学期 S ３学期 S 



 

具体的な取組 

  ＜学校＞①授業者は毎時間の振り返りにより、教科に関する言葉の理解・つけたい力の定着状況の見

取りを行い、次時に活かす。 １学期Ｂ ２学期Ｂ ３学期 B 

     ②教科担当は毎時間の授業の理解度をチェックし、個に応じた指導を計画的に行う。 

１学期Ｂ ２学期Ｂ ３学期 A 

 

重点目標２ ＜他者と協働した問題解決能力の育成＞ 

達成の目安 

①生徒アンケート「授業の中で自分の考えを根拠をもとに書くことができた。」「授業や学校

生活において、友だちと協力して課題解決のための取組を行うことができた。」「自分の生

活習慣を見直し、改善することができた」で８０％以上の肯定的な回答をめざす。 

（１学期それぞれ ９２.７％、８０.６％、７７.４％ 

２学期それぞれ ９２.４％、９５.７％、８８.８％ 

３学期それぞれ ９４.０％、９４.９％、９１.４％） １学期 A ２学期 S 3学期 S 

 

具体的な取組 

＜学校＞①単元に１回以上、自分の考えを根拠をもとに書く活動を取り入れ、個に応じた指導を行う。 

１学期 A ２学期Ａ ３学期Ａ 

②専門部担当者は、毎月の専門部会で取組の振り返りを行い、それをもとに生徒に改善策を考

えさせ、全校や学級で取り組ませる。１学期 A ２学期Ａ ３学期Ａ 

③朝ごはんチェック（早寝・早起き・朝ごはん）を毎月末持ち帰り、自分の生活を振り返らせ

るとともに、気になる生徒には個別に対応する。１学期 A ２学期Ａ ３学期 B 

 

 

重点目標３  ＜自己調整し、主体的に粘り強く取り組む力の育成＞ 

達成の目安 

①生徒アンケート「学級活動や生徒会活動に、友だちと協力して積極的に取り組むことができ

た。」「自分にはよいところがある。（２学期以降）」「体力向上のためのメニューに毎時間取り

組むことができた。（２学期以降・３学期９０％以上）」において８０％以上の肯定的な回答を

めざす。 

（１学期     ８７.１％、 －  ％、 －  ％ 

２学期それぞれ ９４.６％、７３.０％、８９.８％ 

３学期それぞれ ９６.４％、７３.８％、９２.６％） １学期Ｓ ２学期Ａ 3学期 A 

 

 



 

具体的な取組 

＜学校＞①授業者は単元に１回以上ＩＣＴ機器を活用し、視覚化（ＵＤの視点）した授業をおこなう。 

１学期Ａ ２学期Ａ ３学期Ａ 

    ②学期に１回以上、ソーシャルスキルトレーニングやエンカウンター等、関わる活動を、授業

や集会で取り入れる。   １学期 A ２学期Ａ ３学期 B 

 ③月２回の全校体育「やはずタイム」に取り組み、生徒の体力向上への意識を高める。体育の

授業で毎時間体力向上の練習メニューを取り入れる。 

１学期 A ２学期 B ３学期 B 

 

重点目標４ ＜姫島を愛する子の育成＞ 

達成の目安 

    ①生徒アンケート「地域に関心をもち、地域行事に参加することができている。」において 

８０％以上の肯定的な回答をめざす。 

（1学期８０.６％ ２学期８６.６％ ３学期９０.４％）1学期Ｓ ２学期Ｓ ３学期 S 

 

具体的な取組 

＜家庭＞①ふるさと科や学校・地域行事での振り返りを親子で行い、学びや成長を共有する。（保護者

アンケートで見とっていく） １学期Ｂ ２学期Ａ ３学期 B 

      ②家庭学習や情報機器類の使用について、週１回以上の声かけを行う。 

     １学期Ｂ ２学期Ｂ ３学期 B 

＜地域＞①学校の要請に基づいて、授業や体験活動での指導者・講師として協力する。 

     １学期Ａ ２学期Ｓ ３学期 S 

 

 

＊各項目の最後にＳ、Ａ、Ｂで学校自己評価をさせていただいていますが、学校評議員会等において学

校が行った自己評価は適切であると評価されました。今年度の反省をもとに改善をめざし具体的な取組

も見直しながら来年度実践してまいります。 

 新年度は、本年度の課題をもとに新たな重点目標・具体的な取組み等を定めていきます。学校だけの

目標や取組だけにならず、ご家庭や地域の皆様と共有しながら進めてまいりたいと思いますので今後と

もよろしくお願いいたします。 


